
　町では、町内事業者の事業活動の継続と安定化を

支援するため、以下の応援金・補助金を交付します。

①令和4年度日南町新型コロナ感染症対策事業者緊急支援応援金
　新型コロナウイルス感染症拡大の影響長期化によ

り経営に苦慮している町内の事業者を支援するた

め、事業継続のための応援金を交付します。

●対象者

　日南町内において営利を目的として事業を行う法

人、団体、個人（農業者にあっては法人格を有する

者）であり、今後も事業継続する意思のあるもの。

●条件

・令和元年･２年･３年分の確定申告を行っている事業者

・令和４年１月から12月までのうち任意の３ヶ月間の

　収入が、令和元年･２年･３年いずれかの１月〜１２月の

　同月３ヶ月間の収入より15.0％以上減少している事業者

●応援金額

　30万円を応援金の上限額とし、減少額と比較しい

ずれか低いほうの金額を応援金として交付します。

②日南町燃料費高騰対策支援補助金
　新型コロナウイルス感染症拡大の影響長期化や世

界情勢の変動による急激な原油価格の高騰により、

経営に影響を受けた町内の運輸・交通分野事業者に

対し、補助金を交付します。

●対象者

　日南町内に事業拠点を置く運送事業者で、自動車運送

業（一般貨物自動車運送事業、特定貨物自動車運送事業、

貨物軽自動車運送事業、一般常用旅客自動車運送事業、

特定旅客自動車運送事業）の許可を得ている事業者

●補助金額

　事業者が所有・リース契約をしている、登録され

た営業車両の台数に次の価格を乗じた金額

・大型車（4トン以上のトラック・ダンプ等）　　

　50,000円／台

・普通車（4トン未満で軽自動車を除く営業車両）

　25,000円／台

・軽自動車（町に営業車登録がしてあるもの）　　

　12,500円／台

□申  日南町商工会　TEL：82-0145

□問  役場企画課　TEL：82-1115

町内事業者のみなさんへの応援金･補助金
①11月９日は『119番の日』
　通報時は、落ちついて係員の質問に答えてくださ

い。いざという時に備えて、電話のそばに住所、名

前、電話番号を記入したメモを準備しておきましょ

う。また、携帯電話からの通報は災害現場の地点特

定に時間を要することがあります。その場合は、付

近の目標となる建物や住居表示などを確認してお伝

えください。

②Net119緊急通報システムについて
　Net119緊急通報システムは、音声による119番

通報が困難な聴覚・言語機能障がいのある方がスマー

トフォンやタブレット等のインターネット機能を利用

して消防への緊急通報を行えるシステムです。詳しく

は西部消防局ホームページをご覧ください。

③令和４年秋季全国火災予防運動
　11月９日（水）～11月15日（火）の間、秋季全

国火災予防運動が実施されます。今年の防火標語は

「お出かけは　マスク戸締り　火の用心」です。こ

の時期はストーブ等の暖房器具の使用が増えてきま

す。暖房器具は使用する前に点検を実施し、正しく

使って火災が発生しないようにご注意ください。

□問 鳥取県西部広域行政管理組合消防局予防課

　  TEL：0859-35-1954／FAX：0859-35-1961

西部消防局からのお知らせお知らせ

　中国地方の踏切では、踏切道において列車と自動

車・歩行者等が接触する事故により、過去５年間で

28名の方が亡くなられています。踏切を通行すると

きは、次の４つのお願いを思い出してください。

1.踏切の手前では必ず一時停止

2.警報機が鳴り始めたら踏切内に入らない

3.踏切を越えた先に自分の車のスペースがない時は、

　踏切に進入しない

4.転倒や他者との接触防止のため、歩きスマホは止め

　ましょう

□問 中国運輸局鉄道部安全指導課

　  TEL：082-228-8799

「なくそう！踏切事故」
－きけんです むりなおうだん いのちとり－

お願い

お知らせ

　国税庁では、毎年11月11日から11月17日までの1週間を「税を考える週間」とし、この期間を中心に

様々な広報広聴施策を行うとともに、税務行政に対するご意見やご要望をお寄せいただく機会としていま

す。今年の「税を考える週間」では「くらしを支える税」をテーマとし、国民各層・納税者のみなさんに日

常生活と税の関わりを理解してもらうことにより、納税意識の向上を図ることとしています。

□問 米子税務署　TEL：0859-32-4121

11月11日～11月17日は「税を考える週間」ですお知らせ

令和５年10月から、インボイス制度が始まります！
制度開始時にインボイス発行事業者となるためには、原則令和５年３月31日までに登録申請が必要です。

●インボイスを発行するためには、インボイス発行事業者の登録申請が必要です。

●登録を受けるかどうかは事業者の方の任意です。
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　現在、我が国において児童虐待に関する相談件数は依然として増加傾向にあり、子どもの生命が奪われる

重大な事件も後を絶たず、深刻な状況が続いています。子どもの「命」と「権利」、そしてその「未来」は

社会全体で守らなければいけません。

　厚生労働省では、毎年11月を「児童虐待防止推進月間」と定め、家庭や学校、地域等の社会全体にわたり、

児童虐待防止のための広報・啓発活動などを集中的に実施しています。

　児童虐待かもと思ったら、すぐに児童相談所全国共通「189（いちはやく）」

にお電話ください。連絡は匿名で行うことも可能です。連絡者や連絡内容に関

する秘密は守られます。あなたの 1 本のお電話で救われる子どもがいます。ご

協力をお願いします。

□問 役場福祉保健課　TEL：82-0374

11月は「児童虐待防止推進月間」ですお知らせ

参加者募集中！Minecraftワークショップイベント
　「Minecraft」とは、さまざまな種類の「ブロック」を使って、建物や庭園、オブジェなどを作ったり、作った建物の中
を自由に歩き回ったりすることができ、 「デジタルなものづくりで自分の世界を表現する」ことができるゲームです。 　
　まち歩きでSDGsに関連するリアルな体験、経験をヒントに「誰もが楽しく暮らせる、未来のまち」をMinecraftを使っ
て表現してみましょう！

マインクラフト

【イベント概要】
〇11月19日（土）
　グループに分かれて、SDGｓに関係する取り組み
　をまち歩きしながら体験してみましょう。
　ワークショップで得たアイデアを出し合って、作
　品のイメージづくりをしましょう！
〇11月2０日（日）
　グループで協力し、作品を作りましょう！テーマ
　は「誰もが楽しく暮らせる、未来のまち」。
　ワークショップでの体験をヒントに、みんなで想
　いをカタチにして、作品を発表しましょう！
【対象】
　小学1年生から中学3年生（定員30人） 
　※応募者多数の場合、抽選で参加者を決定します。
　　なお、日南町内在住の参加希望者を優先します。
【持ち物】
　お弁当、水筒、マスク、雨具（雨天時）
　※昼食のあっせんを希望される場合は申込書に記
　　入ください。昼食代（600円）は当日集金します。
【申込締切】 
　11月 2日（水）必着
【問合せ】役場企画課 TEL：82-1115

・Minecraftカップ全国大会審査委員長
・プロマインクラフター
・Microsoft Innovative Educator
   FELLOW

「マイクラおじさん」でおなじみのタツナミシュウイチさんが
やってくる！タツナミさんによるmakecode講座や、作品づく
りのヒントを教えます。また、作品の発表後に講評をいただき
ます。

【講師】タツナミ　シュウイチ氏

【保護者のみなさん、住民のみなさんへ】
　21世紀を生きる子どもたちは問題解決能力やコラボレー
ションといった、不確かな時代を生きるために必要なスキル
を身につける必要があるといわれています。
　プログラミング教育も必修化となる中、プログラミング思
考を学び、また、身近な問題発見・解決にコンピュータやソ
フトウェアといったデジタルの力を活かし、よりよい社会を
つくっていく態度を養成することが必要です。
　本イベントを通じて、プログラミングスキルやグループ
ワークを通じたコミュニケーション力向上や、SDGｓに関連
した取り組みを学ぶことで、参加した子どもたち自身が未来
への暮らしを考えるきっかけとなることを狙いとしています。


